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みんなでいれば暖かい？
  ～単独で寝るとやせてしまう冬のイエスズメ～

群れで休息するスズメ。彼らの群れにも体
温維持の機能はあるのだろうか？ 
撮影●内田 博

今年は桜が咲くのが早いですね。季節前線ウォッ
チに届くツバメの飛来情報もこれまでの調査で最も
早かった 2009 年と同じかそれを超える早さで届い
ています。とはいってもまだまだ寒い日があります。
多くのことに鈍感なぼくには，あまり気になりませ
んが，脂肪層が薄く，温度に敏感な神山さんには，
まだストーブが必要なようです。

神山さんと同じように脂肪が薄い鳥にイエスズメ
がいます。猛禽などの捕食者に襲われやすいイエス
ズメは，襲われたときにすばやく逃げられるように，
冬でも脂肪をあまり蓄えないのではないかと考えら
れています（MacLeod et al 2006）。とすると，イエ
スズメも寒さに過敏なのでしょうか？ また，もしそ
うだとすると，けっこう寒い地域まで分布している
イエスズメは，それをどうやって克服しているので
しょうか？ 

冬の鳥の特徴的な行動に群れをつくるということ
があります。群れをつくる理由としては，捕食者を
早く発見できるようにするためとか，捕食者に襲わ
れたときに自分が殺られる確率を減らすためとか，
捕食者対策の側面が良くいわれてきました。Burns
さんたちの研究チームは，群れによる保温効果も重
要なのではないかと，イエスズメを対象にそこに注
目した飼育実験を行ないました。

イエスズメを飼育して，気温による行動変化を見
ると，気温が低くなると群れをつくって眠るように
なり，その群れは寒くなればなるほど密集すること

がわかりました。これをみると，群れでねぐらをと
る行動には気温対策の機能がありそうです。

そこで，群れている時と単独の時とで体温や体重
に変化がみられるかを確かめたところ，体温は予測
に反して群れている時でも単独の時でも変わらない
ことがわかりました。それに対して体重は単独でい
る場合には群れでいる場合よりも減少することがわ
かりました。群れでいると，お互いの体温を使うこ
とで，自身のエネルギーをあまり使わずに体温維持
ができるのに対して，単独でいると体温維持にエネ
ルギーが必要で，消耗してしまうのでしょうか？ 

こうした体温維持の機能は，体温維持の難しい小
型の種ほど，そして寒い地方の鳥ほど重要なのかも
しれません。日本のスズメも群れでねぐらをとりま
す。ねぐらはチュンチュンチュンチュン騒がしく，
捕食者を招きよせてしまいそうで，捕食者対策とし
ては逆効果のようにも思えてしまいますが，体温維
持の効果が重要としたら，駅前で寝るところと合わ
せ，何となく納得いく気もしますね。
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